
郷部線郷部線（840m） 郷部線（840m） 

市道 市道 

京
成
線

京
成
線 

J
R
J
R
線
 

J
R
線
 

JR成田駅 
京成成田駅 

JR成田駅 
京成成田駅 

国
道
国
道
51
号 

国
道
51
号 

京
成
線 

馬
橋
竹
下
線

馬
橋
竹
下
線 

馬
橋
竹
下
線 

成田国際高校 成田国際高校 

中
台
線

中
台
線 

中
台
線 

JR成田駅西口線 JR成田駅西口線 
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特集　都市計画道路郷部線

ＪＲ、京成線の下を一直線に通過
ニュータウン 国道51号

郷
部
線
は
国
道
51
号
の
不
動
ヶ
岡
論
田

ろ
ん
で
ん

地

先
を
起
点
に
、
成
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
美
郷

台
を
通
過
し
、
土
屋
の
国
道
４
０
８
号
に
至

る
総
延
長
３
、３
９
０
ｍ
の
都
市
計
画
道
路
で

す
。今

回
完
成
す
る
の
は
、
こ
の
内
起
点
か
ら

加
良
部
３
丁
目
ま
で
の
８
４
０ｍ
の
直
線
区
間

で
、
Ｊ
Ｒ
線
と
京
成
線
の
下
を
ト
ン
ネ
ル
で

通
過
し
て
い
き
ま
す
。
道
路
の
幅
は
20
〜
25ｍ

で
、
４
車
線
の
車
道
と
両
側
に
歩
道
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
区
間
途
中
の
囲
護
台
地
先
で
は
、

Ｊ
Ｒ
成
田
駅
西
口
方
面
か
ら
都
市
計
画
道

路
・
馬
橋
竹
下
線
も
接
続
す
る
た
め
、
市
役

所
や
京
成
東
口
方
面
と
成
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

方
面
と
の
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
改
善
さ
れ
ま

す
。平

成
４
年
３
月
の
事
業
認
可
か
ら
14
年
、

本
市
始
ま
っ
て
以
来
の
一
大
土
木
工
事
と
な

っ
た
本
区
間
の
郷
部
線
整
備
事
業
。
十
数
年

に
及
ぶ
歳
月
と
１
３
９
億
円
の
事
業
費
を
か

け
て
完
成
し
た
郷
部
線
整
備
事
業
と
は
一
体

ど
う
い
う
工
事
だ
っ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
を

振
り
返
り
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

昭
和
40
年
ご
ろ
ま
で
の
成
田
の
市
街
地
は
、

参
道
を
中
心
に
し
た
馬
の
背
状
の
台
地
上
に

形
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
門
前
町
を
大

き
く
変
え
た
の
が
昭
和
41
年
に
始
ま
っ
た
空

東
西
に
分
か
れ
る
ま
ち

開
通
は
４
月
１
日
に

港
建
設
と
、
同
44
年
か
ら
の
成
田
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
建
設
で
し
た
。

ま
ち
の
東
側
は
、
空
港
や
ホ
テ
ル
、
大
規

模
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
建
設
が
進
み
、
西
側
は

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
造
成
と
さ
ま
ざ
ま
な
公
共

施
設
の
建
設
が
続
き
ま
し
た
。
市
民
の
生
活

圏
が
、
参
道
を
中
心
と
し
た
旧
市
街
地
の
東

西
に
分
か
れ
て
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
を
結
ぶ
幹
線

道
路
が
な
か
っ
た
た
め
、
車
が
駅
周
辺
の
狭

い
道
路
に
集
中
し
、
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
を

引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
ま
ち
の
東
西
を
結
ぶ
幹

線
道
路
の
建
設
は
、
市
の
重
要
課
題
と
な
っ

た
の
で
す
。
昭
和
53
年
、
郷
部
大
橋
の
完
成

に
よ
り
郷
部
線
が
国
道
４
０
８
号
に
、
同
57

年
に
は
都
市
計
画
道
路
・
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中

央
線
が
国
道
51
号
に
接
続
し
、
市
内
の
交
通

ア
ク
セ
ス
は
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
が
、
駅

周
辺
の
東
西
交
通
の
問
題
は
残
さ
れ
た
ま
ま

で
し
た
。

こ
の
問
題
こ
そ
が
、
国
道
51
号
と
成
田
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
を
結
ぶ
本
区
間
だ
っ
た
の
で
す
。

昭
和
43
年
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
郷
部

線
は
、
Ｊ
Ｒ
成
田
駅
と
京
成
成
田
駅
周
辺
の

人
と
車
の
流
れ
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
幹
線

道
路
と
し
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
最
重
要
路
線
と
も
い
え
る
郷
部
線
が
、

国
道
51
号
ま
で
の
わ
ず
か
８
４
０ｍ
の
区
間
を

残
し
未
完
成
の
ま
ま
残
さ
れ
た
最
大
の
理
由

工
事
を
阻
む
市
街
地
と
鉄
道

まちの発展に不可欠な都市計画道路。中でもとりわけ重要なのが中心市街地を取り囲む環状幹
線道路の整備です。その最重要路線ともいえる郷部線が今月中に完成、4月からいよいよ供用が開
始されます。今回は経緯を振り返りながら事業の内容についてお知らせします。
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が
、
ま
ち
を
東
西
に
分
け
て
い
る「
馬
の
背
状

の
台
地
」と
複
雑
な
地
形
で
し
た
。
こ
こ
を
通

過
す
る
に
は
ト
ン
ネ
ル
し
か
な
く
、
し
か
も
、

そ
こ
に
は
Ｊ
Ｒ
と
京
成
の
線
路
、
路
線
バ
ス

の
通
る
市
道
な
ど
が
あ
り
、
工
事
を
一
層
難

し
く
し
て
い
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
用
地
確
保
で
す
。
本
区
間
の

郷
部
線
は
、
既
に
あ
る
市
街
地
を
通
過
す
る

た
め
、
計
画
区
間
内
に
多
く
の
人
た
ち
の
住

居
や
店
舗
が
含
ま
れ
て
い
て
、
こ
の
人
た
ち

へ
の
補
償
も
大
き
な
問
題
で
し
た
。

予
想
さ
れ
る
難
工
事
と
用
地
の
確
保
、
そ

れ
に
伴
う
莫
大
な
事
業
費
。
通
常
の
都
市
計

画
道
路
の
何
倍
も
の
労
力
と
資
金
を
必
要
と

す
る
本
区
間
の
着
工
は
見
送
ら
れ
、
公
津
の

杜
へ
延
び
る
都
市
計
画
道
路
・
中
台
線（
加
良

部
〜
公
津
の
杜
〜
国
道
51
号
）の
整
備
が
先
に

進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
間
、
バ
ブ
ル
経
済
の
波
は
本
市
に
も
押

し
寄
せ
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
大
規
模
開
発
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
次
々
と
建
設
が
進
む
ゴ
ル
フ
場
、

ホ
テ
ル
、
大
型
店
舗
、
住
宅
地
。
地
域
の
急
速

な
発
展
を
支
え
る
た
め
に
も
、
早
急
な
道
路
網

の
整
備
が
求
め
ら
れ
た
の
で
す
。

一
方
、
Ｊ
Ｒ
・
京
成
成
田
駅
を
挟
み
、
東

側
に
市
役
所
と
大
型
ス
ー
パ
ー
２
店
舗
、
西

側
に
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
警
察
署
、
税
務
署
、

主
要
な
施
設
な
ど
が
分
断
さ
れ
て
所
在
す
る

中
心
市
街
地
の
形
状
は
、
市
民
生
活
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
東
西
を
結
ぶ
交
通
網
の
整
備
と
し

て
は
、
囲
護
台
ト
ン
ネ
ル（
な
か
よ
し
ト
ン
ネ

ル
）の
工
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
抜
本
的
に
こ

の
問
題
を
解
決
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

都
市
計
画
で「
ま
ち
の
東
西
を
結
ぶ
道
路
」

と
位
置
づ
け
ら
れ
た
郷
部
線
。
好
調
な
景
気

と
、
幹
線
道
路
の
早
期
開
通
を
望
む
市
民
の

声
に
後
押
し
さ
れ
、
平
成
３
年
、
つ
い
に
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
出
し
ま
し
た
。

平
成
４
年
３
月
、
都
市
計
画
道
路
郷
部
線

整
備
事
業
認
可
。
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
事

業
費
の
一
部
に
国
か
ら
補
助
金
が
投
入
さ
れ

る
こ
と
に
。
同
３
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
用

地
買
収
も
着
々
と
進
み
、
同
９
年
度
か
ら
本

事
業
の
核
と
も
い
え
る
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
着

ト
ン
ネ
ル
工
事
に
９
年

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
着
手

● 

● 

● 

位置図 至 安食 

至 我孫子 

至 佐原 

至 空港 

至 

佐
原 

寺
台
Ｉ
Ｃ 

至 千葉 

郷
部
線 

至 空港 

JR成田駅西口線 

中
台
線 

馬
橋
竹
下
線 

中台運動公園 

成田国際高校 

ニュータウン 
中央線 

● 
成田 
赤十字病院 

Ｊ
Ｒ
線 

京
成
線 

国
道
51号 

市役所 

国際文化会館 

成田山新勝寺 

京成成田駅 

JR成田駅 

A

B

C

郷部線開通 
予定区間 
郷部線開通 
予定区間 

国
道
４
０
８
号 

郷部大橋 

不動尊旧跡 

● 起点 

終点 

都
市
計
画
道
路
と
は

都
市
の
健
全
な
発
展
と
機
能
的
な
都
市
活

動
を
確
保
す
る
た
め
、
ほ
か
の
市
道
と
は
違

い
都
市
計
画
法
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
道

路
で
、
現
在
24
路
線
、
総
延
長
で
約
44
㎞
が

計
画
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
郷
部
線
が
開
通

す
る
と
供
用
区
間
は
約
35
㎞
と
な
り
ま
す
。

（
合
併
後
は
総
延
長
で
約
58
㎞
、
供
用
区
間

は
約
38
㎞
と
な
る
予
定
で
す
）

郷
部
線
開
通
ま
で
の
あ
ゆ
み

昭
和
43
年
11
月
成
田
都
市
計
画
決
定

53
年
５
月
成
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
入
居
開
始

53
年
５
月
成
田
空
港
開
港

53
年
８
月
郷
部
大
橋
開
通

57
年
３
月
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
線
開
通

平
成
２
年

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊

３
年
11
月
郷
部
線
地
権
者
説
明
会

４
年
３
月
郷
部
線
事
業
認
可

４
年
３
月
郷
部
線
用
地
買
収
開
始

６
年
６
月
中
台
線
全
線
開
通

９
年
２
月
郷
部
線
工
事
着
手

９
年
10
月
京
成
線
ト
ン
ネ
ル
工
事
着
手

11
年
12
月
Ｊ
Ｒ
線
ト
ン
ネ
ル
工
事
着
手

12
年
３
月
京
成
線
ト
ン
ネ
ル
完
成

14
年
３
月
不
動
ヶ
岡
地
先
国
道
51
号

４
車
線
化

14
年
４
月
暫
定
平
行
滑
走
路
供
用
開
始

18
年
３
月
Ｊ
Ｒ
線
ト
ン
ネ
ル
完
成

18
年
３
月
郷
部
線
工
事
完
了

18
年
４
月
郷
部
線
開
通

開通後は
JR成田駅西口・京成成田駅東口間の距離
と所要時間
ルート　2.6㎞　約04分
ルート　5.5㎞　約09分
ルート　7.0㎞　約11分

（所要時間は、普通車で時速40㎞走行した
ときのもので、信号待ちの時間は除く）

C

B

A
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不動ヶ岡 
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手
さ
れ
た
の
で
す
。

工
事
区
間
の
中
間
地
点
に
位
置
す
る
ト
ン

ネ
ル
は
、
長
さ
１
３
６ｍ
、
内
部
の
道
路
幅
は

20ｍ（
下
図
参
照
）で
、
こ
の
中
に
４
車
線
の
車

道
と
両
側
に
歩
道
が
造
ら
れ
ま
す
。

こ
の
部
分
の
地
形
も
複
雑
で
、
一
番
高
い

と
こ
ろ
を
路
線
バ
ス
、
そ
の
下
を
Ｊ
Ｒ
線
、

さ
ら
に
そ
の
下
を
京
成
線
が
通
過
し
て
い
ま

す
。
Ｊ
Ｒ
線
と
京
成
線
の
線
路
の
高
さ
が
違

う
た
め
、
緩
や
か
な
勾
配
の
つ
い
た
ト
ン
ネ

ル
構
造
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
硬
い
岩
盤
の
あ
る
地
形
と
違
い
、

こ
こ
は
掘
れ
ば
上
か
ら
土
が
落
ち
て
く
る
北

総
台
地
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
こ
の
よ
う
な

難
所
で
、
鉄
道
の
運
行
を
妨
げ
な
い
よ
う
に

工
事
を
行
う
に
は
、
作
業
時
間
が
制
限
さ
れ

た
り
、
仮
設
工
事
に
大
変
な
労
力
と
時
間
が

掛
か
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
Ｈ
Ｅ
Ｐ
＆
Ｊ
Ｅ
Ｓ
工
法（
下
記

参
照
）と
い
う
最
新
の
立
体
交
差
工
法
を
用
い
、

こ
れ
ら
の
問
題
を
克
服
し
な
が
ら
巨
大
な
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
ボ
ッ
ク
ス
を
建
造
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
ト
ン
ネ
ル
工
事
だ
け
で
10
年
の

工
期
と
68
億
円
も
の
事
業
費
が
費
や
さ
れ
ま

し
た
。

ト
ン
ネ
ル
工
事
と
と
も
に
担
当
者
を
悩
ま

せ
た
の
が
、
既
存
の
宅
地
や
道
路
と
の
段
差

問
題
で
す
。
工
事
区
間
８
４
０ｍ
の
内
、
平
ら

な
と
こ
ろ
は
一
カ
所
も
な
い
く
ら
い
複
雑
な

地
形
で
、
こ
こ
を
掘
っ
た
り
盛
り
土
し
た
り

も
う
ひ
と
つ
の
難
事
業

し
て
道
路
を
造
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

住
宅
地
で
は
郷
部
線
と
の
段
差
で
高
台
に

取
り
残
さ
れ
る
家
や
、
玄
関
前
の
道
路
が
消

滅
し
て
し
ま
う
よ
う
な
家
が
何
軒
も
出
ま
し

た
。
直
接
道
路
に
か
か
ら
な
い
、
こ
の
人
た

ち
へ
の
代
替
地
の
造
成
や
新
規
の
取
り
付
け

道
路
の
建
設
も
並
行
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
よ
う
壁
の
建
設
な
ど
道

路
用
地
以
外
の
工
事
で
も
多
額
の
事
業
費
と

労
力
が
か
か
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

本
工
事
以
外
に
新
た
に
建
設
さ
れ
た
り
、

付
け
替
え
た
り
し
た
市
道
は
８
路
線
で
、
総

延
長
は
本
工
事
区
間
を
上
回
る
１
、４
０
０
ｍ

に
も
及
び
ま
し
た
。

HEP工法＆JES工法
HEP（High Speed Element Pull Method）工法は、線路
の下をくりぬく横断工事をすばやく安全に行うけん引工
法で、JES（Jointed Element Structure Method）工法
は、そこに構造物（トンネル）を短期間に施工する新しい
構築法です。

不動ヶ岡側のストラット構造

国道51号との接続地点（起点）

20m

4.7
m

2m2m

不動トンネル
トンネルの名称は「不動ヶ岡」

の地名の由来となった、不動尊
旧跡（3ページ位置図参照）にちな
んで名付けられました

トンネル断面図

囲護台側



35

30

25

20

15

標高（m） 

宅地 

山林 

畑 

● 

囲護台 

広報なりた2006.3.15

郷
部
線
の
工
事
と
平
行
し
て
進
め
ら
れ
て

い
た
の
が
、
都
市
計
画
道
路
・
馬
橋
竹
下
線

の
整
備
で
す
。
Ｊ
Ｒ
成
田
駅
西
口
の
前
を
通

り
、
囲
護
台
地
先（
エ
ス
エ
ス
製
薬
付
近
）の

郷
部
線
へ
接
続
す
る
道
路
で
、
本
区
間
と
同

時
に
開
通
す
る
こ
と
に
よ
り
西
口
方
面
か
ら

京
成
成
田
駅
東
口
方
面
へ
の
交
通
の
流
れ
が

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
大
型
バ
ス
な
ど
が
京
成
成
田
駅

東
口
方
面
か
ら
Ｊ
Ｒ
成
田
駅
西
口
方
面
へ
向

か
う
場
合
、
国
道
51
号
か
ら
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

中
央
線
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
半
分
以
下
の
距
離
と
時

間
で
済
み
ま
す
。
ま
た
、
小
型
車
も
駅
周
辺

の
狭
い
道
を
通
ら
ず
、
安
全
に
駅
の
東
西
へ

移
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

東
口
と
西
口
間
が
車
で
４
分
に

ト
ン
ネ
ル
本
体
工
事
は
ほ
ぼ
完
了
し
、
前

後
の
道
路
部
の
工
事
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
接
続
部
交
差

点
工
事
も
急
ピ
ッ
チ
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

長
い
間
、
道
路
の
迂
回

う
か
い

や
工
事
車
両
の
通

行
な
ど
に
よ
り
沿
線
住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活

に
影
響
を
与
え
て
き
た
工
事
も
、
３
月
下
旬

に
は
一
部
の
付
帯
工
事
を
残
し
完
了
す
る
見

込
み
で
す
。
後
は
４
月
１
日
の
開
通
を
待
つ

だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
開
始
直
前
に
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
、

厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
続
け
ら
れ
て
き
た

「
都
市
計
画
道
路
・
郷
部
線
整
備
事
業
」。
14

年
の
歳
月
と
１
３
９
億
円
の
事
業
費
を
投
じ

た
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
今
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
は
、
新
た
な
人
と
車
の
流

れ
を
つ
く
り
出
す
と
と
も
に
、
災
害
に
強
い

街
づ
く
り
、
秩
序
あ
る
街
づ
く
り
に
も
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
社
会
資
本
で
す
。

地
権
者
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
工
事
に
携
わ
っ

た
多
く
の
人
た
ち
の
協
力
に
よ
り
完
成
し
た

「
都
市
計
画
道
路
３
・
３
・
４
号
郷
部
線
」。

新
し
い
道
路
は
、
ま
ち
の
東
西
を
結
ぶ
だ

け
で
な
く
、
わ
た
し
た
ち
に
快
適
な
市
民
生

活
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

環
状
幹
線
道
路
が
つ
い
に
完
成

※
く
わ
し
く
は
街
路
課（
1
20
‐
１
５
６
５
）

へ
。

郷部線事業費（起点～加良部間）
事業費内訳

・道路工事費 16億円
・トンネル工事費 68億円

合計　139億円
・用地費と補償費 45億円
・取り付け道路等 10億円

財源内訳
・市費 68億円
・国費 42億円 合計　139億円
・県費（企業庁負担金） 29億円

※金額は18年度の残事業も含む見込み額

成田ニュータウン側接続地点
（加良部）

馬橋竹下線接続地点

着工前の郷部線予定地（平成2年1月撮影）




